
 

第２号様式 

３０年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課：政策部 市民スポーツ 課 

施 設 名 南山多目的ふれあい広場屋外運動場 

指 定 管理 者 名 一般財団法人 三沢市自治振興公社 

指 定 期 間 平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用者数 8,534人 11,154人 午後以降の利用減 

    

    

    

    

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 9,549 人件費 5,214 

利用料金 220 福利厚生費 0 

夜間照明料 172 施設管理費 3,167 

自主事業収入 0 租税公課 478 

自動販売機売上歩合収入 0 その他 16 

雑収入 180 ― ― 

合計（①） 10,121 合計（②） 8,875 

  収支差額（①－②） 1,246 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

前年度より、天候の悪い日が多く11月の利用がなかったこともあり、利用件数が24

件、利用人数が2,620人、利用料金が68,434円の減となった。 

施設使用料は基礎収入に達しなかったが、経費節減に努めた管理運営と快適な

施設環境の整備を心掛けた。 

 

 

施設担当課 

 

 

 管理業務については、協定書等基づき適切に実施されている。 

 利用者については、天候に左右され減となったが、施設についてはグラウンド内の

整備や側溝の泥上げまた周辺の草刈り等、利用しやすい環境づくりに努めている。今

後も、環境整備を継続していただきたい。 

 



 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ａ Ａ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ａ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 



 

第２号様式 

３０年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課：政策部  市民スポーツ 課 

施 設 名 南山多目的ふれあい広場三沢アイスアリーナ 

指 定 管理 者 名 一般財団法人 三沢市自治振興公社 

指 定 期 間 平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用者数 56,017人 66,510人 
リンク団体利用、トレーニング室利

用の減 

    

    

    

    

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 71,923 人件費 32,896 

利用料金 18,776 福利厚生費 70 

自主事業収入 4,665 施設管理費 61,129 

自動販売機売上歩合収入 251 租税公課 3,877 

雑収入 487 その他 1,451 

合計（①） 96,102 合計（②） 99,423 

  収支差額（①－②） △3,321 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

 利用人数が前年度比で、10,493人減少。主な要因は、８月の貸切利用の減少の影

響が大きく、当月だけでも24件、2,457人減少している。国際交流スポーツセンターの

営業開始により、トレーニング室利用についても3,814人、702,380円の減少となってお

り、全体で3,086,074円減収となった大きな要因となっている。 

 年々老朽化に伴った設備の故障や不具合が多発するが、担当課と連携し迅速に対

応することで、施設の利用に支障を来たすことなく運営することができた。 

 

 

施設担当課 

 

 

 管理業務については、協定書等に基づき適切に実施されており経費節減にも努め

ている。また、老朽化に伴い、施設内で不具合等が生じるが早急な対応により管理を

していただいている。利用者については、様々な要因で減少したが、トレーニング室に

おいては需要があるため今後も利用促進に努めていただきたい。 

 



 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ａ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 



 

第２号様式 

３０年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課：政策部 市民スポーツ 課 

施 設 名 南山多目的ふれあい広場テニスコート 

指 定 管理 者 名 一般財団法人 三沢市自治振興公社 

指 定 期 間 平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用者数 43,310人 50,546人 団体利用の減 

    

    

    

    

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 6,874 人件費 5,635 

利用料金 1,778 福利厚生費 0 

夜間照明料 215 施設管理費 2,636 

自主事業収入 26 租税公課 449 

自動販売機売上歩合収入 33 その他 33 

雑収入 154 ― ― 

合計（①） 9,080 合計（②） 8,753 

  収支差額（①－②） 327 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

 前年度に比べ悪天候の日が多く、団体利用が122件、5,603人減少したことで、全体

でも利用人数が7,236人の減、利用料金収入も149,229円の減となった。 

 また老朽化によるコートの損傷やコートネットの破損が著しく、剥離した箇所や破れ

た箇所を職員が補修し、利用に支障を及ぼさないように努めている。 

 

 

施設担当課 

 

 

管理業務については、協定書等に基づき適切に実施されている。 

 利用者については、天候に左右され減少となったが健康増進・技術力向上のためな

ど多くの方に利用されている。 

施設については、老朽化によるコート内の不具合を早急に補修し、またコート外周

の草刈り、落ち葉等の清掃など安全面・景観等にも配慮し利用しやすい環境づくりに

努めている。 

 



 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ａ Ａ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ａ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 



 

第２号様式 

３０年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課：政策部 市民スポーツ 課 

施 設 名 三沢市民運動広場 

指 定 管理 者 名 一般財団法人 三沢市自治振興公社 

指 定 期 間 平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用者数 8,902人 8,931人 団体利用の減 

    

    

    

    

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 9,546 人件費 4,592 

利用料金 275 福利厚生費 0 

夜間照明料 155 施設管理費 4,423 

自動販売機売上歩合収入 57 租税公課 481 

雑収入 487 その他 17 

合計（①） 10,520 合計（②） 9,513 

  収支差額（①－②） 1,007 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

団体利用件数は、前年度より24件減少しているが、大会等での利用も多かったた

め人数は29人の減少で留まった。利用料収入については、利用団体件数の減少に

比例して、22,443円の減収となっている。 

利用料金収入は減収で基礎収入額も上回ることは出来なかったが、経費節減に努

めた管理運営を行なったため、1,007,195円の黒字となった。 

 

 

施設担当課 

 

 

管理業務については、協定書等に基づき適切に実施されている。 

利用者については、多少減少したものの前年度とほぼ同様の利用率となっている。 

施設については、グラウンド内の整備や周辺の草刈り等定期的に行っており、環境整

備に努めている。今後も、利用しやすい環境づくりに配慮していただきたい。 

 



 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ａ Ａ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ａ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


